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検査報告

ENNEO 洗前トリー

発行日承 認

審 査編 集

備考

光沢度テスト、湿梳理性能テスト、毛鱗片修復テスト

白色のクリーム状体

1 本、150g

東京都千代田区神田神保町 3-10

評価基準お

よび結論

検査基準および項目

検査サイクル

採取日 サンプル受領日

生産企業住所

生産企業

浅花堂ヘルステクノロジー（中国）株式会社

広州市天河区金穗路 3 号 1703 室送検先住所

依頼者

賞味期限または使用期限色と形態

製造日または製造番号サンプルの数量と仕様

サンプル番号

サンプルの中国語名

製品の外国語名

報告番号



試薬と材料

検査報告

報告番号報告番号報告番号報告番号報告番号報告番号

SEM（走査型電子顕微鏡）

髪多機能テストシステムの梳理性能テストアタッチメント（Combing）

光沢度テスター

分析天秤

テスト機器

14％SLS（ナトリウムラウリル硫酸）溶液（基本シャンプー）

ふんわりした髪束 27cm*2.7g

髪束の仕様：体外の本物の髪束 17cm*1.5cm*2.5g free15cm

試薬と材料

テスト機器

ENNEO 洗前ト

リートメント

使用説明書使用期限サンプ

ル仕様

製造日サンプル名

テストサンプル

本テストレポートは ENNEO プレシャンプーの髪用トリートメントに対する髪のツヤ、梳かし性

能、鱗片修復性能の検査レポートです。ツヤ度テスト装置による髪のツヤ度のテスト、髪のマルチ

ファンクションテストシステムによる梳かし性能のテスト、および使用前後の損傷した髪束の鱗片

の状態の走査電子顕微鏡による観察により、製品の髪のツヤ度、梳かし性能、および鱗片修復性能

の改善効果を評価しました。

テスト目的
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①テストの 1 日前に、5+1 本の同一バッチの髪束を恒温恒湿の環境に吊るして乾燥、均衡させま

す。

②テスト当日に、14%のラウリル硫酸ナトリウム（SLS）水溶液で髪束を 2 回洗浄します。

③髪束の水分を髪束の重量の 50%〜65%に調整し、その後、頭髪多機能テストシステムを使用して

湿梳理性テストを行い、初期値（T0）として記録します。

髪束湿梳理性テスト手順

①テストの 2 日前に、5+1 本の同一バッチの髪束を試験環境に吊るして乾燥、均衡させます。

②テストの 1 日前に、14%のラウリル硫酸ナトリウム（SLS）水溶液で髪束を 2 回洗浄し、髪束

を恒温恒湿の環境に吊るして乾燥、均衡させます（24 時間）。

③テスト当日に、光沢度テスト器を使用して髪束の光沢度を測定します。各髪束の表裏面から上

から下まで均等に計 10 回測定し、初期値（T0）として記録します。合計で 5+1 本の髪束をテス

トし、最大値から外れた髪束を除外します。

④製品の使用説明に従い、約 0.5g の試料（試料の質量は髪束の質量の 1：5）を髪束に均等に塗

布し、3 分間放置してから清水で洗い流します。処理後、髪束を恒温恒湿の環境に吊るして乾

燥、均衡させます（24 時間）。

⑤その後、光沢度テスト器を使用して製品使用後の値（T1）を測定し、合計で 5 本の髪束をテ

ストします。

髪束の光沢度テスト手順

テスト手順

恒温恒湿環境、温度 26℃、相対湿度 60±10％RH。

テスト環境

髪束の光沢度：光沢度

髪束の湿梳理性：TOTALWORK（梳理テストの開始から終了までに行われ

る仕事量）

PEAK LOAD（梳理過程での最大負荷）

髪束の毛鱗片の状態：SEM（走査型電子顕微鏡）

テスト項目
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サンプルグループの使用前後の光沢度テスト結果の記述的統計

髪束の光沢度テスト結果と分析

結果と分析

合計で 5+1 本の髪束をテストし、最大値から外れた髪束を除外します。

④製品の使用方法に基づき、約 0.5g のサンプル（サンプルの質量と髪束の質量の比率 1:5）を均等

に髪束に塗布し、3 分間放置した後、清水で洗い流します。髪束を平らに机の上に置き、平板の櫛

で両面に各 10 回櫛をかけます。完了後、髪束を軽くビーカーに浸し、髪がビーカーの側面に触れ

ないようにし、その後、手袋をつけた 2 つの指の間で余分な水を軽く拭き取ります（重量計量で増

加が 60±5%の範囲に収まるようにします）。

⑤頭髪多機能テストシステムを使用して湿梳理性テストを行い、製品使用後の値（T1）を測定しま

す。合計で 5 本の髪束をテストします。

①試験の前の 2 日間、1 束の髪束を恒温恒湿の環境に吊るして乾燥させ、平衡させます。

②試験の前日に、14%の十二烷基硫酸ナトリウム（SLS）水溶液を使用して髪束を 2 回洗浄し、その

後、髪束からランダムに 10〜20 本の毛を対照グループとして取り出し、恒温恒湿の環境に吊るして

乾燥させ、平衡させます。24 時間。

③製品の使用方法に基づき、約 0.5g のサンプル（サンプルの質量と髪束の質量の比率 1:5）を均等に

髪束に塗布し、3 分間放置した後、清水で洗い流します。対照グループでは製品を使用せず、サンプ

ルグループと同様に処理します。完了後、髪束を恒温恒湿の室内で乾燥させ、平衡させます。24 時

間。

④対照グループとサンプルグループから各 2 本の髪束をランダムに選び、スキャン電子顕微鏡で撮影

します。

頭髪毛片スキャン電子顕微鏡テストの流れ
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発束に対して梳理試験を行い、湿梳理の最大荷重と湿梳理の効果の対比結果は表 2 に示さ

髪の梳理性能テスト結果と分析

光沢度テスト値および結果のグラフ分析

光沢度値が大きいほど、製品が髪の光沢を改善する効果が高いことを示しています。

表 1 および図 1 は、サンプルグループの使用前後の光沢度値を示しています。サンプルを

使用した後、使用前と比較して光沢度値が 7.60%向上しました。SPSS ソフトウェアを使用して

サンプルグループの使用前後の光沢度値を統計的に分析し、検定水準α=0.05 で使用後のサン

プルグループの光沢度値が使用前よりも有意に改善されたことを示しました (p<0.001)。つま

り、テストサンプルは髪の光沢度を改善する効果があることを示しています。

図 1 光沢度テスト値および結果のグラフ分析

グループを横軸、光沢度値を縦軸としてグラフを作成し、図 1 を参照してください。

光沢度値のテスト結果の記述的統計

使用前

使用後

グループ

光沢度値

パラメー

ター
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れています。湿梳理の最大荷重と湿梳理の効果の対比は、図 2 および図 3 に示されています。

報告番号

湿梳理の最大荷重の対比は

湿梳理の最大荷重と湿梳理の効果の対比は
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対照グループとサンプルグループの電子顕微鏡走査画像が図 4 に示されています。

頭髪毛鱗片の走査電子顕微鏡テストの結果と分析については

表 2、図 2、および図 3 には、サンプルグループの使用前後の湿梳理の最大負荷および湿梳理の効

果がそれぞれ示されています。使用後のサンプルグループは、使用前と比較して湿梳理の最大負荷が

91.81％、湿梳理の効果が 71.95％減少しています。サンプルグループの湿梳理の最大負荷および湿梳

理の効果のパラメータを SPSS ソフトウェアを使用して統計分析しました。検定水準α=0.05 で、使用

後のサンプルグループは湿梳理の最大負荷と湿梳理の効果が使用前と比較して有意に低下しているこ

とが確認されました（湿梳理の最大負荷 p<0.001、湿梳理の功 p<0.001）。これは、テストサンプルが

湿梳理の改善効果を持っていることを示しています。

湿梳理の効果の対比は
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図 4 には、対照グループとサンプルグループの異なる拡大倍率での頭髪の電子顕微鏡スキャン

画像が示されています。画像から、500-2000 倍の拡大倍率では、対照グループの髪の毛鱗片が不規

則に並んでいるのに対し、サンプルグループの髪の毛鱗片は比較的整然と並んでいることがわかり

ます。また、使用後のサンプルグループの髪の毛鱗片は未使用のサンプルグループのものと比較し

て、閉じている程度が異なることが分かります。これは、テストサンプルが損傷した髪の毛鱗片

（毛鱗片の閉じ具合）に修復効果を持っていることを示しています。

報告番号

8.1光沢度の比較グラフの分析により、使用後のサンプルグループは使用前と比較して光沢度が

7.60％向上しており、結果は有意差があります（p<0.001）。これは、テストサンプルが髪の光沢度

を改善する効果を持っていることを示しています。

8.2多機能テストシステム（Combing）の分析により、使用後のサンプルグループは使用前と比較し

て湿った状態での梳理の最大負荷が 91.81％、湿梳理の効果が 71.95％低下していることがわかりま

す。両方の結果は有意差があります（湿梳理の最大負荷 p<0.001、湿梳理の功 p<0.001）。これは、

テストサンプルが髪の湿梳理を改善し、絡まりを減少させる効果を持っていることを示しています。

8.3電子顕微鏡スキャン画像の分析により、テストサンプルが損傷した髪の毛鱗片（毛鱗片の閉じ具

合）に修復効果を持っていることがわかります。以上の結果から、テストサンプルは髪の毛鱗片の修

復（毛鱗片の修復、髪の光沢度の改善、髪の湿梳理性の改善）の効果を持っていることが示されまし

た。

結論
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1、報告書に「検査検定専用の印章または報告書専用の印章」が押されていない場合、または

編集者、審査者、承認者がすべて署名されていない場合、すべて無効となります。

2、本報告書は無断で修正、追加、または削除することはできません。そうでない場合、すべ

て無効となります。

3、報告書の一部の提供または一部の複製は無効と見なされます。全文複製であっても、「検

査検定専用の印章または報告書専用の印章」を再度押していないものは無効と見なされま

す。

4、報告書に疑問がある場合は、報告書を受け取った後 15 営業日以内に問い合わせてくださ

い。

5、本報告書の結果は、今回の試験対象サンプルに対してのみ責任を負います。CMA マークが

押されていない報告書においては、全てまたは一部の検査項目が資格認定を取得していない

ため、科学研究、教育、企業内品質管理、企業製品効果の研究などの目的でのみ使用可能で

す。

6、依頼主はサンプルおよび関連情報の真実性に責任を負います。

7、弊社の同意なしに、委託者は検査検定結果を不適切な宣伝に使用することはできません。

8、本報告書の適合判定は、測定の不確かさが結果に与える影響を考慮していません。

報告番号


